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日本表記案

A B C D

ア 　A疾患 ア 　A疾患 ア 　A疾患 ア 　A疾患

イ 　B疾患　　C疾患 イ 　B疾患　　C疾患 イ 　B疾患 イ 　B疾患　　C疾患

ウ ウ 　D疾患　　E疾患 ウ 　C疾患　　D疾患 ウ 　D疾患　　E疾患

エ エ エ 　E疾患　　F疾患 エ 　F疾患　　G疾患

E F

ア 　A疾患 ア 　A疾患

イ 　B疾患　　C疾患 イ 　B疾患　　C疾患

ウ 　D疾患　　E疾患 ウ 　D疾患　　E疾患

エ 　F疾患 エ 　F疾患
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総論４．１．５　原死因選択のルール
上下の因果関係

　文中にある図の日本適用に関し、下記を提案する。

下図では、競合する因果関係の例を示した。黒い太い線で囲われた灰色の円が、最初に記載された
因果関係の原死因を示す。

下図では、競合する因果関係の例を示した。四角で囲われた疾患が、最初に記載された因果関係の
原死因を示す。
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